
総合診療科学（総合診療科学講座）

教授
内藤俊夫
福田 洋、濱田千江子、
デシュパンデ ゴータム

先任准教授 横川博英、乾 啓洋

准教授
藤林和俊、斎田瑞恵、
福井由希子、鈴木麻衣、
森 博威

講師

助教
笹山貴子、高橋雄一、
宮上泰樹、福井早矢人

研 究

ICTを用いた教育システム、遠隔服薬支援ネットワー
ク、アラートシステムを活用し、総合診療医/
プライマリケア医のためのHIV患者診療体制を構築

順天堂大学医学部総合診療科講座の内藤俊夫教授らは、約3万人のレ
セプト情報・特定健診等情報データベース（NDB）を用いてHIV感染症
の併存疾患や関連医療費の実態把握を行い、HIV診療体制整備のため
の研究をしている。抗HIV薬の目覚ましい発展によりHIV感染者の平
均余命が改善され、HIV感染者の高齢化が生じ、加齢による併存症も
認められ、予後に多大な影響を及ぼしている。高齢化するHIV感染者
の診療において長期の生活習慣病管理、合併症やそのための在宅医
療・介護、透析治療は、HIV専任医のみではなく総合診療医/プライ
マリケア医を含めた診療体制の整備が必要である。内藤らがICTを用
いた教育システムや患者医療間の遠隔服薬支援ネットワークを構築し
たことにより、HIV診療を総合診療医/プライマリケア医の下で実施
できるようになり、対面診察では得られなかった服薬アドヒアランス
の向上が得られるようになった。今後はアラートシステムの活用によ
り、より的確な診療体制の構築を目指している。

主な研究テーマ

主な研究内容スタッフ

担当教授 内藤 俊夫

担当教授写真

2020年9月1日現在

■1. ICTを用いたHIV感染症診療の提供体制の改善のための研究

■2. 新型コロナウイルス（COVID-19）の診断と治療に関する研究

■3. ベトナム人糖尿病患者の血糖コントロールとヘルスリテラシーの関連

■4. 肺炎球菌ワクチンの有効性に関するデータベース研究
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HIV感染者の慢性合併症

HIV感染者ではHIV非感染者に比べ、
慢性合併症を有する患者の割合が高
い（67.3％ vs 34.9％）。このため、総
合的な診療が大切である。
（1,700万人のデータベース研究、JIC, 
2019）
現在、ナショナルデータベースを用い
てさらに大規模な慢性合併症管理と
早期発見のための研究を実施中。

早期発見のための電子カルテ
アラートシステム（肝炎や帯状疱疹
があるとHIVを検査するよう警告）。
さらにはAI問診を用いて、症状から
HIV感染症を予測する方法を検討。

アプリによる服薬管理
と医療相談

オンライン症例検討
アプリ（多施設連携）
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Research

Development of HIV infected-patients’ care 
system for general physicians/primary care 
physicians, utilizing an ICT-based education 
system, a remote medication support network, 
and an alert system.
The life expectancy of HIV-infected patients has improved with 
the rapid development of anti-HIV drugs. Consequently, the 
aging of them and their comorbidities subsequent to aging have 
a significant impact on their prognosis.
It is necessary to establish a medical system that includes 
general physician/primary care physicians in addition to HIV 
specialists for the long-term management of their patients. 
Naito et al. has established an ICT-based education system and 
remote medication support network, which are enable general 
physician/primary care physicians to conduct HIV treatment 
and improved medication adherence, which was not possible 
with face-to-face consultations.
We aim to build a more precise medical system by utilizing the 
alert system.

Main Research Subjects

Research HighlightsMembers

Chief 
Professor Toshio Naito

担当教授写真

As of Sep. 1st, 2020

■ Improvement for the delivery system of HIV infection treatment 
using ICT (Information and Communication Technology)

■ Diagnosis and treatment of COVID-19

■ Association between glycemic control and health literacy in patients 
with diabetes in Vietnam

■ Efficacy of the pneumococcal vaccine using database

Patients with HIV infection have 
more chronic complications 
compared to those without 
(67.3% vs. 34.9%). Therefore, 
comprehensive medical care is 
important.
(Database study of 17 million 
people, JIC, 2019)
Currently, we are conducting 
research for chronic 
complication management and 
early detection of HIV infection 
using the national database.

An electronic medical record 
alert system for early 
detection of HIV infection 
(warning to test for HIV if 
hepatitis or shingles are
present).

Medication 
management and 
consultation using 
App.

Online case study 
conference using 
App.
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Complication in HIV-infected patients 
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集 63回 Page503(2019.03).京都　国⽴京都国際会館　2019年6⽉15⽇

国内学会発表 17 林 絵利, 多⽥ 久⾥守, ⼩林 茂⼈ , 井上 久, ⼭路 健, ⽥村 直⼈.当院におけるSAPHO症候群患者の解析.当院におけるSAPHO症候群患者の解析.当院におけるSAPHO症候群患者の解
析.京都　国⽴京都国際会館　2019年6⽉15⽇

国内学会発表 18 岸本暢将、⾕⼝敦夫、藤重綾⼦、⾦⼦周平、Porter Brian、 Haemmerle Sibylle、⼩林　茂⼈.⽇本⼈の活動性強直性脊椎炎患者を対象としたセクキヌマブ第Ⅲ相試験
（MEASURE2-J）第29回⽇本脊椎関節炎学会、グランフロント⼤阪 ナレッジキャピタル タワーC,　2019年9⽉14⽇ O

国内学会発表 19 ⻄川浩⽂、⾕⼝義典、⼩笠原真沙実、猪⾕哲司、⾟島尚、吉永泰彦、岸本暢将、⼩林茂⼈、寺⽥　典⽣.BCG膀胱内注⼊療法を受けた⽇本⼈膀胱癌患者の反応性関節炎、ぶどう膜炎、結
膜炎の発症率とHLA表現型の検討（単施設前⽅視的研究）、グランフロント⼤阪 ナレッジキャピタル タワーC,　2019年9⽉14⽇

国内学会発表 20 吉川卓宏、多⽥久⾥守、井上久、⼩林茂⼈、浦野房三、 梅⽥雅孝、川上純、佐々⽊貴紀、⽵内勤、⼤⻄直樹、 渥美達也、平⽥絢⼦、⻲⽥秀⼈、近藤正⼀、公⽂義雄、 ⽥村直⼈、松井
聖.多施設共同疫学研究による体軸性脊椎関節炎の実態調査 2019: 地域間での⽐較、グランフロント⼤阪 ナレッジキャピタル タワーC,2019年9⽉14⽇

国内学会発表 21  多⽥久⾥守、⼩林茂⼈  、⼤久保ゆかり、林絵利、井上久、⼭路健、⽥村直⼈.TNF阻害薬投与によるパラドキシカルリアクションが出現し、IL-17阻害薬投与で
改善した症例.グランフロント⼤阪 ナレッジキャピタル タワーC,2019年9⽉14⽇

国内学会発表 22  浅野諒⼦、篠⽥晃⼀郎、多喜博⽂、⼾邉⼀之、⼩林茂⼈.末梢関節炎で発症し、腹部リンパ節腫脹と仙腸関節炎から反応性関節炎が疑われた
⼀例.グランフロント⼤阪 ナレッジキャピタル タワーC,　2019年9⽉14⽇



国内学会発表 23  公⽂義雄、吉⽥剛、近澤宏明、⼟井彰、⼩林茂⼈  . 発症⼗数年の経過後扁桃摘出が著効した末梢型脊椎関節炎の⼀例
-当院脊椎関節炎15例の扁桃摘出術の効果の検討を含めて,グランフロント⼤阪 ナレッジキャピタル タワーC,　2019年9⽉14⽇

国内学会発表 24 ⾦井美紀, ICT・AST合同チームによる活動の成果. 第34回⽇本環境感染学会総会・学術集会, 神⼾, 2019年2⽉22⽇

国内学会発表 25 伊藤佳奈美, ⼟肥智貴, 福⽥洋, 福島理⽂, 葛⻄隆敏, 上⽥誠⼆, 松下訓, 瀬⼭邦明, 佐藤裕之, 天野篤, 医療従事者における朝⾷⽋⾷、ライフスタイルならびに抑うつ症状の関連, 第53
回⽇本成⼈病（⽣活習慣病）学会学術集会, 都市センターホテル, 2019年1⽉12⽇

国内学会発表 26 ⾦澤晶雄, 横川博英, 福⽥洋, 内藤俊夫, ⽇本⼈成⼈85,286⼈における⾎清尿酸値／⾼尿酸⾎症と⾼⾎圧の関連, 第53回⽇本成⼈病（⽣活習慣病）学会学術集会, 都市センターホテ
ル, 2019年1⽉12⽇

国内学会発表 27 ⼩川まゆ, 横川博英, 宮上泰樹, 福⽥洋, 久岡英彦, 内藤俊夫, ⽇本⼈男性における⾼尿酸⾎症・痛⾵患者の治療達成状況と治療未達成の関連要因の検討, 第53回⽇本成⼈病（⽣活
習慣病）学会学術集会, 都市センターホテル, 2019年1⽉12⽇

国内学会発表 28 福⽥洋, 北島⽂⼦, 横川博英, 斎⽥瑞恵, 海渡翔, 武藤剛, 横⼭和仁, 主治医と産業医の連携〜⽣活習慣病を持つ企業従業員の受診⾏動と有効な⽀援策の検討, 第18回⽇本病院総合
診療医学会学術総会, 沖縄科学技術⼤学院⼤学（OIST）, 2019年2⽉15⽇

国内学会発表 29 福⽥洋, 坂本侑⾹, 諏訪佳世, 岸美代⼦, 桑⽊ゆかり, 江上有佳, ヘルスリテラシーを⾼める職域ヘルスプロモーション（第1報）活動の歴史とインパクト, 第92回⽇本産業衛⽣学会, 名古屋国
際会議場, 2019年5⽉25⽇

国内学会発表 30 坂本侑⾹, 諏訪佳世, 岸美代⼦, 桑⽊ゆかり, 江上有佳, 福⽥, ヘルスリテラシーを⾼める職域ヘルスプロモーション（第2報）ラウンド・リフレッシュ, 第92回⽇本産業衛⽣学会, 名古屋国際会議
場,2019年5⽉25⽇

国内学会発表 31 武藤剛, ⽚桐諒⼦, 横⼭和仁, 遠藤源樹, 松平浩, ⽯井理奈, 福⽥洋, ⼤森由紀, 堀⼝兵剛, 健康経営投資は、健診後受療⾏動と正に相関するー未治療者53万⼈の健診レセプト解析, 
第92回⽇本産業衛⽣学会, 名古屋国際会議場, 2019年5⽉23⽇

国内学会発表 32 志村⿇⾐⼦, 福⽥洋, 三輪真也, ⼭下眞理⼦, 脇神亜希⼦, 内⽥道⼦, 今井真美, 野中未夏, ⾼⾕典秀, ⾼⾕純司, 情報通信技術（ICT）を活⽤した特定保健指導遠隔⾯接の実際, 
第92回⽇本産業衛⽣学会, 名古屋国際会議場, 2019年5⽉23⽇

国内学会発表 33 武⽥純⼦, 福⽥洋, 特定健診データを⽤いた縦断的分析（第1報）〜⽣活習慣が糖尿病の罹患に与える影響, 第92回⽇本産業衛⽣学会, 名古屋国際会議場, 2019年5⽉24⽇

国内学会発表 34 中野 憲, 福⽥洋, 松島⿓司, ⾕芳明, ICTを⽤いた健康増進サービスによる⽣活習慣病予防の予備的評価, 第92回⽇本産業衛⽣学会, 名古屋国際会議場, 2019年5⽉24⽇

国内学会発表 35 福⽥洋, 坂本侑⾹, 岸美代⼦, 江上有佳, RT・ナラティブな視点で考える設計事務所における約20年間の職域ヘルスプロモーションの実践, 第28回⽇本健康教育学会学術⼤会, 東京⼤学本
郷キャンパス, 2019年6⽉29⽇

国内学会発表 36 嶋村弘美, 瀬⼾美才, ⽥澤美⾹代, 福⽥洋, 職域における重症化予防の取組み〜⾎圧治療を開始した事例の⾏動要因を探る試み〜, 第28回⽇本健康教育学会学術⼤会, 東京⼤学本郷
キャンパス, 2019年6⽉30⽇

国内学会発表 37 原⽥健, 福⽥洋, 三輪真也, 今井真美, ⼭下眞理⼦, 脇神亜希⼦, ⾼⾕典 秀, ⾼⾕純司, ⾼⾕雅史, 運送業の男性における頚動脈エコー所⾒と動脈硬化関連因⼦の検討　第⼆報, 第60
回⽇本⼈間ドック学会学術⼤会, ANAクラウンプラザホテル, 岡⼭県岡⼭市, 2019年7⽉25⽇

国内学会発表 38 福⽥洋, 職域ヘルスプロモーションは、組織のヘルスリテラシーを⾼めるか︖, ⽇本ヘルスプロモーション学会第17回学術⼤会・総会,  ⻘森県⽴保健⼤学, 2019年11⽉16⽇

国内学会発表 39 森 博威、⼤⾕　弘、肺炎加療中に両側⿐出⾎をきたしOsler-Weber-Rendu病と診断された１例、第652回⽇本内科学会関東地⽅会、2019年6⽉8⽇

国内学会発表 40 森　博威、⼤⾕　弘、若年者の陳旧性⼩脳梗塞の原因としてOsler-Weber-Rendu病に伴う肺動静脈奇形が疑われた１例、第217回⽇本内科学会東北地⽅会、2019年6⽉22⽇

国内学会発表 41 鈴⽊七⽣、⼤⾕　弘、本間　俊彦、森　博威、混合性結合組織病（MCTD）に合併した多発⾻破壊像を伴う悪性リンパ腫の1例、第217回⽇本内科学会東北地⽅会、2019年6⽉22⽇



国内学会発表 42 後藤 研⼈、森 博威、横川 博英、張 耀明、内藤 俊夫、離島診療所における外来受診患者の検討及び今後の僻地派遣前教育への反映、第19回⽇本病院総合診療医学会学術総会
    2019年9⽉14⽇

国内学会発表 43 尾崎功治　宮上泰樹　意識障害とシバリングを主訴に薬剤性低⾎糖 の診断に⾄ったパーキンソン病患者の⼀例 　第18回⽇本病院総合診療医学会　沖縄科学技術⼤学院⼤学　　　　　　　　　　
2019年2⽉15⽇

国内学会発表 44 中⼭樹　宮上泰樹　紹介状の主訴を重視しすぎたためクローン病 による回腸膀胱瘻の診断が遅れた⼀例 第18回⽇本病院総合診療医学会　沖縄科学技術⼤学院⼤学　2019年2⽉15⽇

国内学会発表 45 古坂隆幸　宮上泰樹　　繰り返す低⾎糖が偽性低⾎糖であった⼀例　第19回⽇本病院総合診療医学会　佐賀市⽂化会館　2019年9⽉15⽇

国内学会発表 46 中⼭樹　宮上泰樹　インフルエンザを意識しすぎて脳出⾎の発⾒が遅れた⼀例　第19回⽇本病院総合診療医学会　佐賀市⽂化会館　2019年9⽉15⽇

国内学会発表 47 ⼊⼭⼤希、阿部智⼀、内藤俊夫、⼩倉裕司、⽩⽯淳、久志本成樹、斎藤⼤蔵、藤島清太郎、真⼸俊彦、⼩森⼤輝、戒能多佳⼦、阪本雄⼀郎、丸藤哲, ⾮呼吸器感染症による敗⾎症性
ARDSのrisk modifierの検討. 第19回 ⽇本病院総合診療医学会学術総会, 佐賀, 2019年9⽉14⽇

国内学会発表 48 尾崎功治、髙橋雄⼀　意識障害とシバリングを主訴に薬剤性低⾎糖の診断に⾄ったパーキンソン病患者の⼀例第18回⽇本病院総合診療医学会、沖縄県恩納村沖縄科学技術⼤学院⼤学、
2019年2⽉15⽇-16⽇

国内学会発表 49 ⼩堀祐太朗、髙橋雄⼀　直腸膿瘍が疑われた直腸癌、及びC. ureolyticusとS. bovisによる菌⾎症の⼀例　第18回⽇本病院総合診療医学会、沖縄県恩納村沖縄科学技術⼤学院⼤学、
2019年2⽉15⽇-17⽇

国内学会発表 50 古坂隆幸、髙橋雄⼀　繰り返す低⾎糖が簡易測定⾎糖による偽性低⾎糖の⼀例　第19回⽇本病院総合診療医学会、佐賀市⽂化会館、2019年9⽉14⽇-15⽇

国内学会発表 51 齋⽥瑞恵　[TG/HDL⽐の有⽤性について」　第19回⽇本病院総合診療医学会、佐賀市⽂化会館　2019年9⽉14⽇-15⽇

国内学会発表 52 後藤研⼈、離島診療所における外来受診患者の検討及び今後の僻地派遣前教育への反映、第１９回病院総合診療医学会、佐賀、2019年9⽉14⽇

国内学会発表 53  福井早⽮⼈、上原由紀 病歴から診断がついたオウム病の⼀例 第18回⽇本病院総合診療医学会、沖縄科学技術⼤学院⼤学、 2019年2⽉16⽇

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 福⽥洋, シンポジウム1・健康経営時代の⽣活習慣病対策・職域ヘルスプロモーションと⽣活習慣病対策〜ヘルスリテラシーの視点から, 第53回⽇本成⼈病（⽣活習慣病）学会学術集会, 　　　　

　都市センターホテル, 2019年1⽉12⽇

特別講演・
招待講演 2 福⽥洋, ⽇本産業衛⽣学会関東地⽅会第284回例会・講演1「特定健診・保健指導の10年と医科⻭科連携への期待」, ⽇本産業衛⽣学会関東産業⻭科保健部会, 東京医科⻭科⼤学, 　

　2019年2⽉9⽇

特別講演・
招待講演 3 福⽥洋代表世話⼈, 第40回健康教育・ヘルスプロモーション研究会サロンミーティング「ヘルスリテラシーを⾼める健康教育」, 第92回⽇本産業衛⽣学会, 名古屋国際会議場, 2019年5⽉24⽇

特別講演・
招待講演 4 福⽥洋座⻑, ⼩島玲⼦,海野賀央,⽩⽥千佳⼦,藤⽥善三, シンポジウム6・健康経営の光と陰, 第67回⽇本職業・災害医学会学術⼤会, 学術総合センター（⼀橋講堂）, 2019年11⽉9⽇

特別講演・
招待講演 5 福⽥洋, ランチョンセミナー9・健康経営時代の⽣活習慣病とヘルスリテラシー, 第67回⽇本職業・災害医学会学術⼤会, 学術総合センター（⼀橋講堂）, 2019年11⽉10⽇



特別講演・
招待講演 6 宮上泰樹　⽇本プライマリ・ケア連合学会内　「⾼齢者⼼不全ってどうする︖病院総合医が教えます︕明⽇から使えるエビデンス集」　2019年5⽉19⽇

特別講演・
招待講演 7 宮上泰樹　　東京⼤学 　第14回若⼿医師のための家庭医療学冬期セミナー　病院総合医に必読︕論⽂Top5　2019年2⽉10⽇

特別講演・
招待講演 8 宮上泰樹　第19回⽇本病院総合診療学会　診断エラー✖診断戦略　座⻑　　2019年9⽉15⽇

特別講演・
招待講演 9 宮上泰樹　沖縄科学技術⼤学院⼤学　第18回⽇本病院総合診療医学会　診断エラーワークショップ　2019年2⽉15⽇

特別講演・
招待講演 10 齋⽥瑞恵　[⼥性と⽣活習慣病」講演、2019年2⽉27⽇

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 乾啓洋　順天堂⼤学練⾺病院 区⺠健康医学講座「よくみる感染症について知ろう」2019年5⽉25⽇

その他
（広報活動を含む）

2 ⼩林茂⼈.H31年度厚⽣労働科学研究費補助⾦ （難治性疾患等政策研究事業）脊椎関節炎の疫学調査・診断基準作成と診療ガイドライン策定を⽬指した⼤規模多施設研究班
分担研究報告書 体軸性脊椎炎診療の⼿引き 脊椎関節炎の歴史・概念、分類基準

その他
（広報活動を含む）

3 ⼩林茂⼈.⽇本脊椎関節炎学会理事⻑退任、理事　2019年9⽉

その他
（広報活動を含む）

4 ⼩林茂⼈.PsAによる⽇常⽣活への影響と合併症予防のためのアドバイス.ヤンセンファーマ株式会社　http://www.janssenpro.jp/med/med_ac/psa/support/advice/index.html     
2019年３⽉13⽇

その他
（広報活動を含む）

5 ⼩林茂⼈.⽇本乾癬学会、⽇本脊椎関節炎学会、⽇本イーライリリーが共同で⽪膚科医のための乾癬性関節炎のハンズオン教育プログラム「OnPALETTETM」.
第 34 回 ⽇本乾癬学会学術⼤会で第 1 回 OnPALETTETMセミナー、京都ホテルオークラ.　2019年8 ⽉ 31 ⽇

その他
（広報活動を含む）

6 ⼩林茂⼈. ⽇本脊椎関節炎学会共催　イブニングセミナー 脊椎関節炎ベーシックセミナー　国⽴京都国際会館　2階　第11会場　RoomB-2　2019年4⽉15⽇（⽉） 17:10〜18:40

その他
（広報活動を含む）

7 ⽥村直⼈、⼩林茂⼈. 順天堂⼤学第43回都⺠公開講座,最新の関節リウマチ診療とその注意点, ⽂京シビックセンター2階　 2019年1⽉19⽇　13時開演〜16時終了

その他
（広報活動を含む）

8 ⼩林茂⼈.臨床を離れた医学はない（塩川優⼀先⽣による）.第347回順天堂医学会学術集会（教授定年退職記念講演会） 順天堂⼤学新研究棟講堂  2019年3⽉27⽇

その他
（広報活動を含む）

9 ⼩林茂⼈.臨床を離れた医学はない（塩川優⼀先⽣による）　⽥辺三菱製薬株式会社　埼⽟⽀店　北会議室 .2019年2⽉7⽇

その他
（広報活動を含む）

10 ⼩林茂⼈.Opening Remarks.Imaging Seminar on Spondyloarthritis.⼤⼿町プレイス　カンファレンスセンター　 Novartis Pharma. Co.Ltd.  2019年7⽉27⽇-28⽇

その他
（広報活動を含む）

11 ⼩林茂⼈.脊椎関節炎の歴史・概念、分類基準.2019年度第1回強直性脊椎炎に代表される脊椎関節炎の疫学調査・診断基準作成と診療ガイドライン策定を⽬指した⼤規模他施設研究班
班会議　⼤阪⼤学　医学・⼯研究科　東京ブランチ　913号室 2019年6⽉2⽇

その他
（広報活動を含む）

12 ⼩林茂⼈.Opening remarks.SpA Academy. グランドニッコー東京　台場. 主催 Novartis Pharma K.K 2019年1⽉26⽇



その他
（広報活動を含む）

13 ⼩林茂⼈. ⽇本脊椎関節炎学会共催　イブニングセミナー 脊椎関節炎ベーシックセミナー　国⽴京都国際会館　2階　第11会場　RoomB-2  2019年4⽉15⽇（⽉） 17:10〜18:40

その他
（広報活動を含む）

14 ⼩林茂⼈.強直性脊椎炎.今⽇の臨床サポート.Elsevier.https://clinicalsup.jp/ 2019年11⽉22⽇

その他
（広報活動を含む）

15 ⼩林茂⼈.反応性関節炎.今⽇の臨床サポート.Elsevier.https://clinicalsup.jp/ 2019年10⽉1⽇

その他
（広報活動を含む）

16 ⼩林茂⼈.体軸性SpAの診断と治療.富⼭脊椎関節炎治療セミナー　ﾎﾃﾙグランドテラス富⼭　4階　彩雲の間  2019年11⽉16⽇

その他
（広報活動を含む）

17 ⼩林茂⼈.－乾癬性関節炎の合併症と 治療の重要性について－Guselkumabに関するMarkiting Problems︖Biologics Users and Company Conference.Biologics Users and 
Company Conference 　2019年6⽉16⽇

その他
（広報活動を含む）

18 ⼩林茂⼈.脊椎関節炎の歴史・概念、分類基準.2019年度第2回強直性脊椎炎に代表される脊椎関節炎の疫学調査・診断基準作成と診療ガイドライン策定を⽬指した⼤規模他施設研究班
班会議 　⼤阪⼤学　医学・⼯研究科　東京ブランチ　913号室 2019年12⽉15⽇

その他
（広報活動を含む）

19 ⽊⽥⼀成・順天堂越⾕病院院内感染対策講演会・順天堂越⾕病院の感染対策・越⾕市・順天堂越⾕病院・2019年4⽉24⽇

その他
（広報活動を含む）

20

その他
（広報活動を含む）

21

その他
（広報活動を含む）

22

その他
（広報活動を含む）

23

その他
（広報活動を含む）

24

その他
（広報活動を含む）

25

その他
（広報活動を含む）

26 福⽥洋.「メディカルジャーナル　まったなし︕働き⽅改⾰で労働者の健康を守る」(NHKテキスト)「NHKきょうの健康」2019年2⽉号: 88-91

その他
（広報活動を含む）

27 福⽥洋監修, 「ヘルスリテラシーを⾼めよう︕健診結果を使いこなす」, 株式会社サンライフ企画, 冊⼦ 23ページ, 2019

その他
（広報活動を含む）

28 福⽥洋, 「健康経営とヘルスリテラシー︓働き盛り世代の⽣活習慣病予防」, 産業医研修会, 東京都医師会・⽇本橋医師会, 東京, 2019年2⽉3⽇

その他
（広報活動を含む）

29 福⽥洋, MEET THE EXPERT〜総合診療科と共に⽣活習慣病を考える「ヘルスリテラシーと健康経営〜⽣活習慣病の重症化を防ぐために」, ⽥辺三菱製薬株式会社, 東京, 2019年2⽉27
⽇

その他
（広報活動を含む）

30 福⽥洋, 「健康経営とヘルスリテラシー〜栄養⼠と利⽤者のヘルスリテラシー向上のために」, 第6回町⽥市特定給⾷施設栄養管理講習会, 町⽥市保健所, 東京, 2019年3⽉8⽇

福⽥洋「⽣活習慣病対策はヘルスリテラシー向上から 職域のキーパーソン関与がポイント」（第53回⽇本成⼈病（⽣活習慣病）学会学術集会レポート）, Medical Tribune Web 2019年2
⽉5⽇ 16:30, https://medical-tribune.co.jp/ （株式会社メディカルトリビューン 東京企画編集部 平⼭茂樹）

福⽥洋, ⼀般社団法⼈⽇本健康教育学会　常任理事（再任）

福⽥洋,　⽇本ヘルスプロモーション学会　常任理事（再任）

福⽥洋, ⼀般社団法⼈⽇本総合健診医学会　審議員（再任）

福⽥洋, 公益財団法⼈ライオン⻭科衛⽣研究所　評議員（再任）

福⽥洋, TOKYO FM「Blue Ocean」内番組ゲスト第121回「Blue Ocean Professional」（働き⽅改⾰と健康リテラシー）, 放送︓2019年7⽉25⽇午前10時07分〜10時25分 
TOKYO FM「Blue Ocean」, https://kenkousupport.kyoukaikenpo.or.jp/radio/archive/20190725_1.html



その他
（広報活動を含む）

31 福⽥洋, 「中⼩企業の健康づくり〜健康経営とヘルスリテラシー」, 平塚保健福祉事務所地域・職域連携推進専⾨部会, 神奈川, 2019年3⽉27⽇

その他
（広報活動を含む）

32 福⽥洋, 「健康経営・データヘルスの真髄を学ぶ︕・健康経営〜組織のヘルスリテラシー向上をめざして」, 健康と経営を考える会第6回シンポジウム, 健康と経営を考える会・株式会社ミナケア・医療
法⼈社団同友会, 東京, 2019年5⽉28⽇

その他
（広報活動を含む）

33 福⽥洋, 「組織のヘルスリテラシー向上をめざす健康経営の推進〜⽣活習慣病予防の視点から」, 産業保健セミナー, 埼⽟産業保健総合⽀援センター, 2019年6⽉28⽇

その他
（広報活動を含む）

34 福⽥洋, 健康経営時代の⽣活習慣病とヘルスリテラシー〜予防と臨床のはざまで産業医ができること, リアル版産業医勉強会, 茨城, 2019年9⽉1⽇

その他
（広報活動を含む）

35 福⽥洋, ソーシャルマーケティング⼒のブラッシュアップ「健康経営と職域における健康教育・ヘルスプロモーション〜働きがいのある職場づくり〜」, NPO法⼈⽇本健康教育⼠養成機構, 東京, 　　　　　
　2019年10⽉27⽇

その他
（広報活動を含む）

36 福⽥洋, 「健康経営とヘルスリテラシー〜働き盛り世代の⽣活習慣病予防」, 令和元年度東北⼤学産業医学研修会, 宮城県医師会・東北⼤学医師会・宮城産業保健総合⽀援センター, 　　　　
　2019年11⽉23⽇

その他
（広報活動を含む）

37 福⽥洋ファシリテーター, 「保健指導・予防医療、参加率向上の起爆剤」, 第100回⽂天ゼミ第5回⽂天シンポジウム, 医療法⼈社団同友会, 東京, 2019年10⽉29⽇

その他
（広報活動を含む）

38 福⽥洋, 「職域ヘルスプロモーション・ヘルスリテラシー介⼊の実践と評価」, 丸井健康保険組合, 東京, 2019年12⽉11⽇

その他
（広報活動を含む）

39 福⽥洋, 「特定保健指導に必要な知識〜保健指導からデータヘルスまで〜」, 保健師・看護師等研修会(保健指導コース), 公益社団法⼈全国労働衛⽣団体連合会, ⼤阪, 2019年12⽉3⽇

その他
（広報活動を含む）

40 宮上泰樹　国⽴機構熊本医療センタ―内でEBMレクチャーの講師として参加　2019年6⽉13⽇

その他
（広報活動を含む）

41 宮上泰樹　福岡⼤学病院内で診断エラーのレクチャーを講師として参加　2019年6⽉12⽇

その他
（広報活動を含む）

42 宮上泰樹　利根中央病院　闘魂外来　講師として参加　2019年10⽉19⽇

その他
（広報活動を含む）

43 宮上泰樹　東京GIMカンファレンスで症例報告　2019年10⽉11⽇

その他
（広報活動を含む）

44 宮上泰樹　　東京GIMカンファレンスで症例報告　2019年3⽉8⽇
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